
　
東
日
本
大
震
災
の
経
験

と
反
省
を
生
か
し
、
将
来

の
大
震
災
か
ら
都
市
を
守

る
ス
マ
ー
ト
・
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
構
想
を

提
案
す
る
。

将
来
の
大
震
災
に
備
え
る
ス
マ
ー
ト
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
の
提
案

藤盛　紀明ＮＰＯ国際建設技術情報研究所理事長（日本非破壊検査協会名誉会員）

　
２
０
１
０
年

月
に
行
っ
た
長
野
県
神
戸

ご
う

ど
橋
に
お
け
る
調
査
を
例
に
、
道
路
橋
診
断
に
お

け
る
電
磁
波
レ
ー
ダ
ー
法
の
適
用
と
有
効
性
に
つ
い

て
述
べ
る
。

道路橋診断における電磁波レーダー法の適用と有効性

非破壊評価総合展東京ビッグサイトで

月
日
開
幕

　日本能率協会は 月 日（水）
から３日間、東京・有明の東京ビ
ッグサイトで「非破壊評価総合
展」を開催する。会場では「検査
とメンテナンスの情報交流プラ
ザ」（企画協力 日本非破壊検査
工業会、日本非破壊検査協会）を
設け、コンクリートの配筋探査や
外面腐食調査などの検査実演デモ
を行うほか、また「トータル危機
管理コーナー」では、国土交通省
や土木研究所による特別講演も開
催（聴講無料）。

　同展は非破壊検査・モニター・
評価・診断に関する専門展で「も
のづくりＮＥＸＴ２０１１」を構
成する展示会の一つ。
　ホームページからの事前登録で
入場無料となり、「ＩＮＣＨＥＭ
　ＴＯＫＹＯ」などの同時開催展
にも相互入場可能になる。
　 　
　《問い合わせ先》
ものづくりＮＥＸＴ事務局
　０３・３４３４・０５８７
　

日
本
無
線
　
通
信
イ
ン
フ
ラ
機
器
グ
ル
ー
プ
主
任
石
井
　
武

非
破
壊
検
査
・
計
測
・
診
断
技
術

探査データ例：不健全部（左）と健全部

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １０月２８日 金曜日 　　

　
３
月

日
、
東
京
で
は
電

車
が
全
て
止
ま
り
、
電
話
も

通
じ
ず
、
交
通
網
や
イ
ン
フ

ラ
の
状
況
を
把
握
で
き
ず
人

々
は
途
方
に
暮
れ
た
。
翌
日

の
各
新
聞
も
通
信
が
途
絶
え

被
災
地
と
の
連
絡
が
つ
か
な

い
こ
と
、
ど
の
道
路
が
使
え

る
か
も
不
明
な
こ
と
な
ど
を

報
じ
て
い
た
。

　
三
陸
海
岸
地
域
は
歴
史
的

に
も
た
び
た
び
津
波
に
襲
わ

れ
、
防
潮
堤
敷
設
や
高
台
移

転
の
対
策
を
し
て
き
た
。
岩

手
県
宮
古
市
田
老
地
区
の
防

潮
堤
は
「
万
里
の
長
城
」
と

称
し
、
誰
も
が
「
絶
対
安

全
」
な
も
の
と
信
じ
て
い

た
。
皮
肉
な
こ
と
に
こ
の
巨

大
な
壁
が
押
し
寄
せ
る
津
波

を
人
々
の
視
界
か
ら
遮
る
役

割
を
し
、
逃
げ
る
機
会
を
失

わ
せ
た
。
海
を
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
人
に
も
津
波
の
情

報
が
迅
速
に
伝
達
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。
東

海
東
南
海
南
海
地
震
や
首

都
直
下
型
地
震
の
発
生
確
率

も
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を

反
省
し
、
近
い
将
来
の
大
震

災
に
備
え
る
た
め
に
ス
マ
ー

ト
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
シ
テ

ィ
ー
構
想
を
提
案
し
た
い
。

い
ま
、
ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ

ー
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給

・
環
境
負
荷
低
減
を
実
現
す

る
都
市
基
盤
に
関
す
る
も
の

が
多
い
。
本
来
、
ス
マ
ー
ト

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
シ
テ
ィ

ー
は
、
巨
大
地
震
、
大
津

波
、
巨
大
台
風
、
大
洪
水
、

山
崩
れ
な
ど
の
大
震
災
か
ら

日
本
国
土
全
体
・
都
市
・
町

々
・
人
々
を
守
る
シ
ス
テ
ム

の
は
ず
で
あ
る
。
す
で
に
個

別
建
物
に
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー

セ
ン
サ
ー
を
敷
設
し
て
地
震

時
の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　
構
想

図

の
骨
子
は
全

国
の
潮
位
観
測
施
設
、
防
潮

堤
、
道
路
、
橋
梁
、
危
険
斜

面
、
避
難
建
物
、
重
要
建
物

に
各
種
の
セ
ン
サ
ー
や
計
測

器
を
設
置
し
、
そ
の
情
報
を

衛
星
で
集
約
、
全
国
ど
こ
で

も
把
握
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
３
０
０
年
後
、
１
０
０

０
年
後
の
大
震
災
の
た
め
に

常
に
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
情

報
を
把
握
し
、
適
時
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
巨
大
災
害
時
に
は
災
害
情

報
・
イ
ン
フ
ラ
被
災
状
況
を

国
・
自
治
体
・
個
人
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
伝
え
る
。
個
人

に
は
携
帯
電
話
な
ど
で
危
険

情
報
を
事
前
に
伝
え
る
よ
う

に
す
る
。
こ
の
ト
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
の
構
築
こ
そ
非
破
壊

検
査
・
計
測
関
係
者
が
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
る
。

　
電
磁
波
レ
ー
ダ
ー
法
と

は
、
レ
ー
ダ
ー
の
原
理
を
地

中
や
構
造
物
に
対
し
て
応
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
電
磁
波
を
用
い
非
破
壊
で

対
象
物
内
部
の
様
子
を
把
握

す
る
方
法
で
あ
り
、
地
中
レ

ー
ダ
ー
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
Ｒ
Ｃ
レ
ー
ダ
ー
と
呼
ば

れ
る
装
置
が
用
い
ら
れ
る
。

　
原
理
は
、
電
磁
波
が
電
気

的
性
質
の
異
な
る
個
所
で
反

射
さ
れ
る
特
性
を
利
用
し
、

反
射
さ
れ
た
電
磁
波
の
往
復

に
要
し
た
時
間
か
ら
、
反
射

個
所
の
深
さ
を
推
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
反
射
個
所

の
平
面
的
位
置
も
、
装
置
に

内
蔵
さ
れ
た
距
離
検
出
器
に

よ
り
併
せ
て
知
る
こ
と
が
出

来
る
。

　
主
な
特
徴
は

金
属
、
非

金
属
と
も
探
査
可
能

可
搬

性
が
良
い

調
査
個
所
に
特

別
な
準
備
不
要

パ
ソ
コ
ン

上
で
探
査
デ
ー
タ
を
利
用
可

能

再
生
、解
析
、整
理

免
許
不
要
―
な
ど
で
あ
る
。

　
今
回
、
路
面
陥
没
に
端
を

発
し
た
神
戸
橋
旧
橋
部
分

１
９
３
５
年
架
設

の
架

け
替
え
に
先
立
ち
、
電
磁
波

レ
ー
ダ
法
に
よ
り
内
部
変
状

調
査
を
行
う
機
会
を
得
た
。

調
査
結
果
は
、
調
査
個
所
ご

と
に
図
面
、
写
真
、
探
査
デ

ー
タ
と
し
て
ま
と
め
た
。
写

真
は
不
健
全
部
と
健
全
部
の

探
査
デ
ー
タ
例

３
次
元
可

視
化
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
る

強
度
画
像

で
あ
る
。

　
得
ら
れ
た
所
見
は
「
配
筋

構
造
は
全
般
的
に
不
明
瞭

め
い
り
ょ
う

に
し
か
確
認
で
き
ず
、
ひ
び

割
れ
や
空
洞
で
の
反
射
に
よ

り
、
鉄
筋
反
射
が
弱
め
ら
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
不
健
全
部

が
多
く
見
ら
れ
た
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
後
日
行
わ
れ

た
土
木
研
究
所
構
造
物
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
外
観
調
査
で
は
、
多
く

の
ひ
び
割
れ
が
確
認
さ
れ
、

所
見
を
裏
付
け
る
結
果
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
老
朽

化
し
た
構
造
物
中
の
不
健
全

な
部
位

ひ
び
割
れ
や
空
洞

の
有
無
な
ど

の
検
出
に
お

い
て
、
電
磁
波
レ
ー
ダ
ー
法

が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
確
認
で
き
た
。

　
構
造
物
の
内
部
状
態
は
、

使
用
環
境
や
経
年
変
化
な
ど

で
多
様
に
変
化
す
る
た
め
、

実
際
の
構
造
物
に
お
け
る
探

査
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
今

後
、
構
造
物
の
維
持
・
管
理

に
お
い
て
電
磁
波
レ
ー
ダ
ー

法
の
適
用
機
会
と
探
査
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
増
え
る
に
従

い
、
電
磁
波
レ
ー
ダ
ー
法
の

有
効
性
は
さ
ら
に
高
め
ら
れ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。


